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1箇はじめに

地山古墳の所在地は滋賀県栗太郡栗東町関で、栗

太郡衝と推定される陪遺跡の西側に位置する帆立貝

形の前方後円墳である。� 1990年度の発掘調査による

と後円部径66m、前方部幅33m、長さ� 22m、墳長� 

88m、墳丘に沿う周濠の幅は後円部で、13m、前方部

側面で、15m、前方部前面で10m、周濠の深さ� 2m、

周濠を含めた全長は110mの規模となる。� 

1990年度の発掘調査では、周濠の周囲に幅� 2m程

度の調査トレンチ� (T-5 -T-15)を設定して墳正

と局濠の規模を確認した。後円部の東@北斜面にあ

たる� T -5 (B . C . D)、T -8 (A . B)、T-10

と後方部南斜面にあたる� T-11からは近世陶磁器@

窯道具等がコンテナ� 4籍出土した(図� 1)。遺物の大

半は墳丘上面の堆積土からの出土で、特にT-5か

らは全体の半分程度の遺物が出土した。墳丘上部の

発掘調査が行われなかったこともあり窯体の確認は

出来なかったが、出土品の分布から後円部墳丘の東

斜面に窯体があった可能性が高い。この存在が推定

される窯跡を「地山窯j と仮称したい。� 

2屍遺物�  

(1) r地山窯j で生産された可能性のある淘器(図� 2

-図 3)

①筒碗

図� 2-1(以下図番号省略)は、 T-5C出土で推

定口径7.6cm、器高4.8cm、高台径3.85cm、外面は口

縁端部から高台脇まで、内面は全面施紬される。紬

は透明、胎土は綴密で焼成は良く色調は薄い灰黄色

である。外面口縁端部に幅l.lcmの国線の痕跡があ

る。� 2は推定日経7.0cm、内外面に施糊される。稀

は透明で、大きな貫入がある。胎土は綴密で、色調は

薄い灰黄色で、ある。胎土は綴密であるが焼成は� lに

ょとして慈し軟らかい。色調は薄い灰黄色である。� 

3は、� T-5C出土で、内外面に施粕される。紬は

透明、胎土は綴密で焼成は良く色調は薄い灰黄色で� 

いて

稲垣正宏

ある。外面に褐紬で模様が捕かれる。これらの筒碗

は信楽近世窯採集品、務生郡蒲生町石塔窯出土品

(図10)に類似品がある。

②丸碗� 

4'土、� T-5D出土で、底径3.3cm、胎土は灰白

色で綴密、稲はやや濁り、結の上からの色は緑味灰

色、小さな貫入がある。� 5は、� T-10出土で、底径� 

3.6cm、胎土は灰白色で級密、稀はやや濁り、粕の

上からの色は緑味灰色、小さな貫入がある。これら

は信楽近世窯採集品、?講生郡蒲生町石塔窯出土品、

三重県阿山郡関山町伊賀焼弥助窯(図10)に類似品が

ある。

③小杉碗� 

6は、� T-5C出土で底径は5.0cm、底部のみの

残部であるが、形体は杉形(逆台形)で、畳付以外施

紬、胎土は灰色で綴密、粕は灰黄色で細かい貫入が

ある。茶忽の鉄絵で日縁外面表裏に草文が二対描か

れる。信楽近世窯採集品、三重県阿山郡阿山町伊賀

焼弥助窯(図10)に類似品がある。

④端反碗� 

7は、� T-5C出土で、口径11.0cm、給土は灰色

で綴密、粕は透明で粕の上から見た色は緑味灰色で

大きな貫入がある。

⑤香炉� 

8は、� T -11の周濠埋土からの出土で、口径は� 

10.5cm、内外国に製作時の糠韓日がめだっ。胎土は

黄灰色で軟らかく外面と口縁内面に施粕される。粕

はあまり� j容けておらず白濁している。� 9は、� T-5

出土で口径10.lcm、外部と口縁内面に施粕される。

胎土は薄い黄灰色で硬く、粕は透明で、光沢がある。こ

れらは蒲生郡蒲生町石塔窯出土品(図10)に類似品が

ある。

⑥鉢� 

10は、� T-5出土で、小片のため口径不明。胎土

は白色砂粒を催かに合み色調は薄いそスグリ}ンで

粕は透明である。� 11は、� T-5C出土で小片のため
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園 1 地山古墳トレンチ配置および遺構図

口径不明。胎土は自色砂粒を僅かに含み、色調は薄

いモスグリーン。粕は透明である。紬@色調は 10に

よく似ている o 12は、 T-5B出土で、底部のみの遺

存である。小片のため底径不明。焼成が悪く、軟ら

かい。粕は溶けていなし )0 高台は削りだしで、断面

は西角い。内閣に聴轍成形時の縮かい筋が多く残る。

胎土は粒子が細かく、色調は薄い黄褐色である。 13

は、士一 5B出土で底部のみの小片で施紬されてい

ない。底後は 10.0cm、体部外商は部り、内面には糠

騒跡が残る。底部外面には糸切痕が残る。胎土は綴

密で、色調は黄灰色である。 14は、 T-5出土で小

片のため口径不明。口縁が玉縁状になる鉢である。 
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胎土は薄い黄灰色で綴密。透明粕をかける。稀の上 い。胎土は綴密で色調は薄い柿色である。

から見た色は黄味灰色である。 15は、底部のみの小

片で内面のみ施粕されている。焼成が長くなく、粕 

も溶けていない。稀色は薄い褐色、露胎部分は薄い

黄灰色である。 16は、 T-5C出土で焼締めで、内

面に揺目を持つが、揺自は浅いので装飾かもしれな

委審 

r:-l 


⑦灯明皿

17は、口径12.4cm、内面と口縁端部外面に施紬さ

れる。稀は光沢があり貫入がある。紬の上から見た

色は緑味灰色、胎土は綴密で色調は灰色である。口

縁端部内面に菊花の浮文がある。菊花の上に貼ピン 

8 

9 

関 2 r地山窯j された可能性のある翻器 
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向上裏面

火鉢 

59 

同上裏面 軒平瓦

図 3 r地山窯J で生産された可能性のある胸器等の写真 

ある。 

③E 

18はT-5D出土で、

口径12.2cm、口縁端部は

外に折り曲げられる。内

面に鉄稲で文様が描かれ

る。内外面に施利される。

稀の上からの色は薄い緑

味灰色、胎土は綴密で、

色調は灰白色である。 19

は、型皿で六角形か八角

形と考えられる。型作り

成形で、内面と体部外面

に施糊される。私の上か

らの色は緑味灰色、胎土

は綴密で、色調は灰色で

ある。

⑨行平 

20~24は、行平の口縁

部である。行平とは把手

が 1本付く中型の土鍋の

ことである。縁端部は蓋

を載せるための「受部」

カfある。 21・24はT-5 

Bからの出土である。外

面は削られ、素焼き状態

で施粕されていない0 

20 . 22・23は内外面に施

紬されるが「受部J は露

胎である。粕の上から見

た色は緑味灰色、胎土は

級密で色調は灰色である。

三重県関山郡阿山町伊賀

焼弥助窯(図 10)に類似品

がある。

⑩土鍋

25は-T5C出土で、

土鍋の口縁部である。土

(盟を重ねるときに使う円錐型の窯道具)の痕がある。 鍋は日縁端部上面に 2ヶ所把手が付く。口縁は外に

信楽近世窯採集品、蒋生郡薄生町石塔窯出土品、 題曲し端部は厚く、端部上田に把手の剥がれた痕が

三重県阿山郡阿山町伊賀焼弥助窯(図10)に類似品が ある。素焼き状態で施紬されていない。
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37 

図4 r地山窯J 出土窯道異(毘鉢)(S=1/3)

⑪土瓶の蓋� 

26はT-5C出土で、天井部に茶色の鉄稔がかけ

られる。つまみは欠けている。受け部は貼り付けで

ある。胎土は綴密で、露胎部の色調は薄いクリーム色

である。蒲生郡蒋生町石塔窯出土品、三重県阿山郡

阿山田了伊賀焼弥助窯(図10)に類似品がある。

⑫醤油差カ3水滴の注口� 

27は、小さな注口である。士一� 5C出土で外面に

自稀がかけられる。

⑬行平の蓋

土瓶の叢との違いはつまみの形で、土瓶は宝珠型、

行平は薄い輪状となる。� 28は、� T-5D出土でつま

みの外側に櫛患の模様がある。紬の上からの色は緑

味灰色、胎土は綴密で、色調は灰色である。一

阿山郡阿山町伊賀焼弥助窯(第10図)に類似品がある。

⑬饗� 

29は、� T-5D出土で口縁端部を外方に折り曲げ� 

て中央部を凹ませているところが、中世の信

楽焼薬に似ている。しかし、鉢の可能性もあ

る。焼成はよくなく断面、露胎部の色調は薄

い柿色である。

⑮行平の把手� 

30は、把手が行平の体部に貼りついた状態� 

の遺存品である。型作りの部品� 2つを貼りつ

けて作られる。中空で先端に空気抜きの孔が

ある。紬の上からの色は緑味灰色、胎土は綴

密で、、色調は灰色である。粕色は、� 28と極め

てよく似ている。三重県阿山郡阿山町伊賀焼

弥助窯(図10)に類似、品がある。

38 
⑬土瓶等の体底部� 

33はT-5B、34はT-5Dから出土して

いる。外国には磯櫨呂が自立ち、内面と体部

外国に施糊される。外部の粕の上から見た色

調は緑味灰色、露胎部の色調は灰黄色、胎土

は紋密で色調は灰色である。� 32と33の色調は

よく似ている。� 34は前者に比して色が薄い。� 

32と33は屑部に凹線が彫られる。� 36は肩部か� 

39 ら底部まで残っている。外面には聴櫨自が自

ち、内面と体部外面に施紬される。外面の

紬の上から見た色調は緑味灰色、露胎部の色

調は灰黄色、胎土は綴密で色調は灰色である。

小さな脚が� 3ヶ所付く。成径は9.1cmである。以上

の出土品は、屑部の屈曲が確認されており、石塔窯

等の出土品と比較して土瓶の一部と判断した(関10)。� 

31と35は、全体に露胎で断面� e 露給部の色調は薄

い柿色である。� 31はT-5D、35はT-5から出土

している。底部外面に小さな脚が� 3ヶ所付く。底径

は8.2cmである。� 32-34は体部中位のみが遺存して

いる。� 31と35は底部のみの遺存である。土瓶・

鍋・行平の底部の形状はほとんど同じであり、この� 

2点が土瓶@土鍋@行平何れであるかについては、

判断が難しい。� 

(2) 下地山窯J の窯道具(図� 4- 8) 

①直鉢

思鉢は、破片がコンテナ� 1箱ほどある。出土場所

はT-5で法量のわかるものはわずかである。

鴎� 4-37(以下図番号省略)は、口径は23cm、内径

は19.7cm、器高は、� 10.7cm、口縁端部に浅いエグリ� 
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44 

4540 

41 

46 

国� 5 r地山窯j 出土窯道異(堕鉢@焼台)(S=1/3)

がある。� 38は、口径は24.5cm、内径は19.5cmである。� 

39は、底径は24.2cm、内径は20.0cmである� o 40は、

全体の法量が分かる唯一の例である。口径は20.2cm、

内径は17.0cm、器高は、� 16.2cm、ロ縁から長さ� 7 cm 

に及ぶ深いエグリがある。底部外国には糸切痕があ

るo 41は、口径は21.0cm、内径は17.1cmで、ある。� 

42は、底径は21.5c泊、内径は17.5cmで、ある� o 43は、

底筏は22.0cm、内径は17.8cmである。思鉢は、いず

れも拾土は大きな長石粒、その他砂粒を多く含み、

粗い。長石には、溶解しているものもある。� 

②焼台

焼台は土鍋の焼台(純一48)と、不明の焼台� (48)が

ある。� 

44はT-8出土で日径8.0cm、器高2.5cm、底径� 

9.0cmで、ある。天井部に円孔があり底部外商に円錐

ピンを置いた痕が� 3ヶ所ある。匝鉢と違って粒子が

細かい土で作られる。� 45はT-8出土で口径12.1cm、

器高2.5cm、底径11.9cmである。天井部に円孔があ

り底部外面に円錐ピンを置いた痕がある。� 46はT-

5C出土で全体の� 1/4の遺存である。口径l1.4cm、

82 



板状はさみ異

敷椋

轡鱗鱗  

直鉢  

4 

焼台

国 6 r地山窯j

器高3.0cm、底径11.5cmである。天井部に円孔があ

る。遺存が 1/4のため底部外国に円錐ピンを

8cm 

11cm 

土管  
4cm 5cm 

7cm 9cm 

※ワドチは

寸法表記

ワドチ

(盟鉢@焼台 ワドチ)e

で作られる。

③ワドチ(図 6 . 7) 

た痕は 1ヶ所だけ確認、できる。 47は、焼台の小片で

天井部のみが遺存している。 48はT-5B出土で口 

.7c服、器高3.2cm、底径116.4cmで、ある。上下が

逆かもしれない。この向きだと高台部に浅いエグリ

がある。以上の焼台は匝鉢と違って粒子が細かい土

-

ワドチは茶碗@香炉、土鍋@土瓶を焼成する際、

底に敷かれる輪状の粘土紐で、県内@県外の近埜窯

跡の出土例から見ると茶碗@香炉の場合は直径 4~ 

5 cm程度以下と小さく、土鍋  土瓶の場合  l土産径e

10cm程度以上と大きい。 
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(3)地山窯以外の生産品(国� 3・9) 

①波佐晃系磁器

図� 9 -49~57(以下図番号省略)

の9点は、長崎県波佐見町を中心

に生産された安価な染付磁器であ

12cm 	 る。波佐見系染付磁器と考えられ

る。� 57は体底部のみの個体である� 

49~51は、呉須による線が搭か

れているが口縁部が欠けているた

め、模様の全体は不明である。� 57

は13.8cm、器高3.0cm、高台後4.5cm
14cm 

である。他の高台径は4.0~4.5cm

である。内面体部外面のみ施穂さ

れる。高台および高台内は施粕さ

れない。底部内部は蛇の自粕剥ぎ

される。胎土はやや灰味を帯び¥

紬は自濁し呉須も濁っている。� 18

世紀前半のものである。

ワドチ 僅鉢 ②瀬戸@奨濃産天由� 

58は、瀬戸@美濃産の天日であ
間右表面� 

る。内外国に濃い褐色の鉄粕がか

けられる。素地は黄灰色で軟らか

い。大窯立期� (16世紀前半)のもの

と考えられる。

③須恵器

59は、杯蓋である。欠損してい

るが、宝珠つまみを有するタイプ

図� 7 r地山窯J 出土窯道異写真(ワドチ@その他)� で、口縁端部内面に「かえり」が

当遺跡出土ワドチは、口径の大小により� 12に分類

している。図� 6・図� 7では輪状に並べての写真を

撮っているが、これは推定口径の同じ物を便宜的に

並べただけで同一倍体ではない。これらの内、口径� 

4・5 • 7 cmのものは、上部に碗の高台の跡と思わ

れる綿い溝があることから国� 2 1の簡碗(高合径� 

3.8cm)のような小型の碗に使用されたワドチと考え

られる。

口径� 9 ~18cmの 9 種は上部にやや内方に傾斜した

平たい圧痕が残されていることから、平底の煮炊具

(土鍋・土瓶・行平等)に使用されたワドチと考えら

れる。

ある。外面は口縁端部近くまで削

られる。� 7世紀代のものである。� 60は、杯身の底部

である。焼成は悪く、軟らかい。� 61は杯蓋である。

天井部縁辺に段を持つもので、天井部外面の中心部

分のみが削られる。� 6世紀代のものである。� 

(4)色調と胎土から晃た分類

製品の器種は筒碗から土瓶まで13器穫があるが、

その紬薬と胎土で大きく分類すると� 4種類に分けら

れる。

胎土は灰色で綴密でやや緑味を帯びた透明粕のも

の(図� 2 - 1 • 2 . 4 ~ 7 • 11・17 . 19・20 .22 • 

23 ・ 28 ・ 30 ・ 32~34 • 36)、胎土は灰黄色で綴密で

透明粕のもの� (3・14・18)、胎土が淡灰色でやや自� 
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国 8 土鍋の底に焼台を霞く 

60 

V4寺三;


罰 9 r地山窯」出土の他窯出土品 (S=1/3) 

- 85-
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丸碗

土瓶蓋
土鍋

土瓶
({:i塔窯製品)

一一�  

一回一
鉢

小杉碗

¥J7 
戸

行平

(弥助窯製品)

浅鉢

深鉢
(原窯製品) 

~10 r地山窯J 出土製品と他窯製品との比較(S=1/5)

濁した紬のもの� (9 . 10)、胎土は灰黄色で綴密、褐

粕のもの� (26)の4種がある。他に焼成不足で粧が溶

けないもの� (8 • 12 . 14)や、素焼き状態で施紬され

ていないもの� (21 . 24 . 25)がある。

窯道具については、陸鉢が長石@チャートなどを

多く含む粗い胎土であるのに対し、焼台は胎土が綴

密、色調は黄灰色で製品に近い。� 

3調製品と窯道具の考察

(1)はじめに

調査トレンチ出土の陶器製品については、各地に

搬出される信楽@伊賀の諸窯製品や蒲生郡藷生町石

塔窯出土品に類似品があり、 「地出窯」の生産品と

は断定できない。その中で「地出窯j で生産された

可能性が高いものは僅かな焼不良品(焼成不足で紬

が溶けないもの)と素焼品だけである。� 

窯道具については近世窯以外で使用されることは

なく、また各地に搬出されることもないため「地出

窯」で使われた可能性が高い。

以下では、調査トレンチ出土品について、 「類似

品を生産した県内外(?近世窯出土品?)や消費地であ

る江戸遺跡の出土品と比較をしながら、その中に含

まれる「地出窯J 生産品について追求していきたい

が、出土資料が少なく窯体についても全く分からな

いことからはっきりとした結論が出るとは思えない。

さりとて調査トレンチ出土の陶器製品の個別観察を

報告するのみでは、 「地山窯J の近世窯業史上の位

置付けも分からないので、 「地山窯J 生産品として

少しでも可能性のあるものについて取上げて分析し

てみたい。

②「地山窯j 生産品の年代と器種について

東京大学本郷構内出土品の編年によると、行平は
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霞鉢

(地山窯)


鹿鉢と中に入れられた片口(お塔窯)

土鍋の嚢ね焼と

ワドチを霊ねた焼台

(堂島蔵屋敷 1号窯)


焼台

焼台  1 (地山窯)

(原窯)

焼台と土鍋

(石塔窯)

焼金  2

(藤窯)

土鍋

圏11 地山吉蟻の近世窯の窯道具の使用法と他窯の窯道呉の使用法との違い (S=1/5)

東大噛 b期 (1820年代 -1830年代)になって初め 代を知りうる資料となる。

て現れる。行平が土鍋より出現時期が遅いのは、堺 また、窯道具の内土鍋を重ね焼するときに用いら

環濠都市遺跡町(早大坂城下町(もも確認されており全 れる土鍋の焼台 (44-47) は、 18世紀末から 19世紀

国的な傾向のようである。調査トレンチ出土品の内 初頭にかけて稼動した γ蒲生郡薄生町石塔窯J と

行平には素焼き状態 (21 . 24)のものがあり、 「地 ピークが18世紀中頃と 19世紀初頭の 2時期あるとさ

出窯J 生産品の可能性が高いことから同窯の稼動年 れる「伊賀焼弥助窯J 出土例と形体がよく似ている
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(国 8 . 11)。

土鍋の焼台は、時代とともに形の変化が見られる� 

18世紀初頭の堂島蔵屋敷� l号窯では、 「紐を巻き

げて逆台形で筒状の焼台を作り下端に円錐ピンを付

けたもの」であったのが、� 18世紀末には本調査トレ

ンチ出土品に類似した「糠輔成形の焼台に円錐ピン

を付けた」形体のものになる。さらに天保� 3年� 

(1832年)から明治20年(1887年)にかけて稼動した飯

能焼原窯や19世紀前半に稼動した大和町宮床窯では

「製作工程がより簡素化された五角形の花弁状焼

台」が現れる(図11)。

置鉢(40)には幅3.0cmで口縁から下方へ7.5cmの長

さの大きな扶りがある。これと共通する器形の陸鉢

は、県内では「石塔窯J、県外では「伊賀焼弥助窯」、

「飯能市飯能焼原窯J で出土している。石塔窯にお

いては片口を40とほぼ同じ法量の大きな扶りのある

恒鉢に入れて焼成した例がある(図11)。本遺跡では

石塔窯出土例と両様の片時は出土していない。

以上製品@窯道具の比較と調査トレンチ出土品の

一部に素焼きの行平や土鍋の焼台等18世紀末-19世

紀初頭と見られる遺物が含まれていることから、

「地山窯J の年代の下限が1820年代-1830年代まで

下がることが分かる。� γ地山窯」生産品は素焼製品

と焼成不良品の事例から行平@香炉@鉢@深鉢@土

鍋等� 5種があげられ、ワドチに付いた底部の痕跡か

ら筒碗@丸碗や土鍋・土瓶も生産された可能性が指

摘できる。� 

4. おわりに

本報告を執筆するにあたり、財団法人栗東町文化

体育振興事業団には資料の閲覧@実視u.撮影の許可

をいただいた。また関財団佐伯英樹氏、成安造形大

学深尾秀一講師には貴重なご助言をいただいた。ま

た資料の実測は財団法人滋賀県文化財保護協会小津

晃子調査補助員(実測を実施した平成11年には京都

橘女子大学文化財学科� 3回生)が行った。記して謝

を表したい。

(いながき まさひろ:企画調査課主任)
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編集後 記

今回は� 8編を数える多数の論文を掲載することができました。内容も、縄文時代から

近世までと各時代の研究論文のほか、普及事業についての報告もあり、バラエティに

んだものとなりました。

埋蔵文化財を取り巻く環境は年々厳しくなってきていますが、我々の調査@研究の成

果をわかりやすくお届けできるよう、今後も様々な形で努力していきたいと思います。� 

(T. K) 
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